
（２）消費収支計算書 （法人全体）の概要

　消費収支計算書は、当該会計年度（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日）の消費収入及び消費支出の
内容及び均衝の状態を明らかにするためのものであり、次のグラフは、消費の収入及び支出を項目別にグラフ
にしたものである。

　当年度決算の結果、帰属収入合計は２，１４０百万円、基本金組入額３５百万円で、消費収入の部合計は、
２，１０５百万円となった。
　消費支出の部合計は、２，０４９百万円となり、当年度消費収支差額は、５６百万円の収入超過となった。
　よって、前年度消費収入超過額１，３８４百万円に消費支出準備金取崩額２００百万円と当年度収入超過額

　 を加えた、翌年度消費収入超過額は、１，６４１百万円となった。

項目
金額

構成比率

＜用語の説明＞
　　　　帰属収入合計　　・・・　　当該年度のすべての収入のうち、負債とならない純資産を増加させる収入
　　　　基本金組入額合計　　・・・　　教育活動に必要な資産を継続的に保持するため維持するべきものとして、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土地、建物、機器備品等の資産を自己資金で取得した額で、帰属収入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から組入れた金額（取得額と同額）
　　　　消費収入の部合計　　・・・　　帰属収入から基本金への組入額を控除した金額
　　　　消費支出の部合計　　・・・　　当該年度において消費する資産の取得価格及び用役の対価で資産を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　減少させる支出

消費収入合計（２，１０５百万）－消費支出合計（２，０４９百万）＝消費収入超過額（５６百万円）

帰属収入（２，１２８百万）－基本金組入額（３５百万）＝消費収支合計（２，１０５百万円）

（単位　：　百万円）

学生生徒等納付金

1,477

69.0%

寄付金

7

0.3%

補助金

528

24.7%

雑収入

80

3.7%

その他

49

2.3%

帰属収入

2,140百万円

100.0%

人件費

1,129

55%

教育研究経費

711

35%

管理経費

182

9%

その他

27

1%

消費支出

2,049百万円

100.0%
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